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バ
ト
ン
を
受
け
継
ぐ

公
益
社
団
法
人

　

米
沢
有
為
会
会
長

こ
の
た
び
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
米
沢
有
為
会
の
第
15
代
会
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
昭
和
39
年
に
大
学
に
入
学
し
、
東
京
の
学

生
寮
に
丸
４
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
爾
来
、
様
々
な
場
面
で
米
沢
有
為
会

の
多
く
の
方
々
の
ご
厚
誼
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
半
世
紀
以
上
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
て
い
る
こ
と
を
誠
に
有
り
難
く
存
じ
て
い
ま
す
。

米
沢
有
為
会
に
は
、
郷
土
愛
を
基
盤
に
し
な
が
ら
、
郷
土
置
賜
３
市
５
町
の
若

人
の
成
長
に
役
立
つ
活
動
を
実
践
す
る
と
同
時
に
、
会
員
相
互
が
率
直
な
交
流
を

通
じ
て
切
磋
琢
磨
す
る
良
き
伝
統
が
あ
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
時
に
は
自

己
犠
牲
も
惜
し
ま
ず
、
会
の
た
め
奉
仕
す
る
多
く
の
諸
先
輩
の
姿
を
身
近
に
拝
し

て
き
ま
し
た
が
、
い
ま
会
長
職
を
担
う
こ
と
の
重
責
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。
米
沢

有
為
会
に
は
、
新
た
な
有
志
の
人
材
が
先
人
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぎ
、
新
た
な

視
点
で
会
の
発
展
を
担
っ
て
き
た
歴
史
も
あ
り
ま
す
。
再
来
年
に
は
創
立
１
３
０

周
年
を
迎
え
る
時
期
に
際
し
て
、
い
ま
活
動
す
べ
き
重
点
を
考
え
、
着
実
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

創
立
以
来
、
米
沢
有
為
会
の
本
部
は
東
京
に
あ
り
ま
す
が
、
１
２
０
０
会
員
の

半
数
以
上
は
米
沢
支
部
に
属
し
て
い
ま
す
。
郷
土
の
第
一
線
で
ご
活
躍
の
皆
様
に

会
員
と
し
て
ご
参
画
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
深
い
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
郷
土
の
若
人
の
多
く
が
国
の
内
外
に
雄
飛
し
、
同

時
に
多
く
が
郷
土
に
根
づ
い
て
活
躍
す
る
有
為
の
人
材
の
育
英
活
動
の
一
層
の
充

実
に
向
け
て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
市
立
米
沢
図
書
館
の
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
の
書
棚
に
、
明
治

以
来
の
米
沢
有
為
会
の
会
誌
類
が
一
括
し
て
排
架
さ
れ
、
自
由
に
手
に
取
っ
て
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
創
立
１
２
０
周
年
記
念
の
会
誌
59
号
に

制
度
創
設
98
周
年
と
な
る
「
奨
学
金
貸
与
事
業
の
歩
み
」
を
寄
稿
し
た
際
の
材
料

は
す
べ
て
会
誌
類
の
中
に
あ
る
記
録
で
、
書
庫
出
納
し
て
も
ら
っ
て
閲
覧
で
き
た

こ
と
を
想
起
し
、
隔
世
の
感
を
覚
え
ま
す
。
微
力
な
が
ら
も
、
歴
史
に
学
び
、
い

ま
為
す
べ
き
こ
と
を
考
え
て
実
現
し
、
新
た
な
未
来
の
基
礎
を
築
き
た
い
と
い
う

思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

大お
お

　
滝た

き

　
則の

り

　
忠た

だ

　公益社団法人米沢有為会米沢支部総会が６月３日（土）午後３時からホテルモント
ビュー米沢で開催されました。議事では平成28年度（公社）米沢支部の庶務報告、決
算報告を承認。支部規則の一部改正、役員の改選（定時改選）及び平成29年度の事業
計画（案）と予算（案）も原案通り可決されました。
　次に、米沢支部教育・産業功労者及び特別顕彰者表彰規則の廃止、我妻栄記念館事業
報告、同決算報告の承認、同事業計画（案）及び予算（案）について審議され、承認さ
れました。
　総会に引き続き米沢支部表彰が行われ12個人、２団体に特別表彰が贈られました。
（詳細は次のページに）
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支
部
特
別
顕
彰

12
個
人
、
２
団
体

　
　
　

を
特
別
表
彰

　

支
部
総
会
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た

表
彰
式
で
は
、
表
彰
規
則
に
基
づ
き

次
の
12
個
人
・
₂
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
教
育
功
労
者
・
産
業
功
労

者
は
今
回
も
該
当
が
な
く
、
特
別
表

彰
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
部
表
彰
者
は
、
今
年
度

の
有
為
会
会
誌
第
67
号
で
紹
介
さ
れ

ま
す
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
学
校
・
学
年
は
平
成
28
年
度
当
時

の
も
の
で
す
。）

（
個
人
）

▼
野の

川が
わ　

裕ゆ
う

太た

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
部
小
３
年
）

　

第
41
回
「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た

し
」
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル　

作

文
部
門
１
部（
小
学
校
１
～
３
年
生
）

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル　

優
秀
賞

　

山
形
県
コ
ン
ク
ー
ル　

山
形
県
知

事
賞

　

我
妻
榮
・
高
森
務
記
念　

米
沢
児

童
文
化
奨
励
賞

▼
鈴す
ず

木き　

大た
い

智ち

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
田
小
３
年
）

　

第
41
回
「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た

し
」
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル　

図

画
部
門
１
部（
小
学
校
１
～
３
年
生
）

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル　

優
秀
賞

　

山
形
県
コ
ン
ク
ー
ル　

山
形
県
知

事
賞

▼
秋あ
き

山や
ま　

果か

穂ほ

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
松
小
３
年
）

　

第
58
回
山
形
県
こ
ど
も
絵
画
展
覧

会
　

県
展
賞
（
各
学
年
１
名
）

▼
青あ
お

木き　

颯さ

祐す
け

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
屋
代
小
５
年
）

　

第
32
回
山
形
県
小
学
生
陸
上
競
技

大
会
兼
第
32
回
全
国
小
学
生
陸
上
競

技
交
流
大
会
山
形
県
予
選
会

　

５
年
男
子
１
０
０
ｍ　

優
勝

▼
大お

お

滝た
き　

萌も
え

心み

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
米
沢
三
中
２
年
）

　

平
成
28
年
度
東
北
中
学
校
体
育
大

会　

第
48
回
東
北
中
学
校
水
泳
競
技

大
会

　

女
子
50
ｍ
自
由
形　
　
　

第
３
位

　

女
子
１
０
０
ｍ
自
由
形　

第
４
位

　

平
成
28
年
度
山
形
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会　

水
泳
競
技

　

女
子
50
ｍ
自
由
形　

２
年
連
続
優

勝
　

女
子
１
０
０
ｍ
自
由
形　

優
勝

▼
羽は

鳥と
り　

紘ひ
ろ

文ふ
み

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
米
沢
六
中
２
年
）

　

平
成
28
年
度
東
北
中
学
校
体
育
大

会　

第
53
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大

会
　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技　

男
子

５
㎞
フ
リ
ー　

第
３
位

▼
佐さ

藤と
う　

百も

華か

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
米
沢
四
中
３
年
）

　

第
41
回
「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た

し
」
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル　

作

文
部
門
３
部（
中
学
校
１
～
３
年
生
）

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル　

優
秀
賞

　

山
形
県
コ
ン
ク
ー
ル　

山
形
県
知

事
賞

▼
橋は
し

本も
と　

実み

子こ

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
米
沢
四
中
３
年
）

　

平
成
28
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大

会　

第
47
回
全
国
中
学
校
卓
球
大
会

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

出
場

　

平
成
28
年
度
東
北
中
学
校
体
育
大

会　

第
46
回
東
北
中
学
校
卓
球
大
会

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

第
３
位

　

平
成
28
年
度
山
形
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会　

卓
球
競
技　

女
子
シ
ン

グ
ル
ス　

第
３
位

▼
青あ
お

野の　

瑞み
ず

希き

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
沖
郷
中
３
年
）

　

第
38
回
少
年
の
主
張
北
海
道
・
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
２
名
の
う
ち
の
１

名
に
選
出
さ
れ
全
国
大
会
出
場
（
12

名
の
う
ち
の
１
名
）

　

第
55
回
山
形
県
少
年
の
主
張
大
会

　

最
優
秀
賞

▼
小お

倉ぐ
ら　

七な
な

海み

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
長
井
南
中
３
年
）

　

平
成
28
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大

会　

第
47
回
全
国
中
学
校
卓
球
大
会

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

出
場

　

平
成
28
年
度
東
北
中
学
校
体
育
大

会　

第
46
回
東
北
中
学
校
卓
球
大
会

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

優
勝

▼
菊き
く

地ち　

悠ゆ
う

平へ
い

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
長
井
北
中
３
年
）

　

平
成
28
年
度
東
北
中
学
校
体
育
大

会　

第
37
回
東
北
中
学
校
陸
上
競
技

大
会　

男
子
共
通
２
０
０
ｍ　

第
２

位
　

山
形
県
中
学
校
体
育
連
盟
よ
り
平

成
27
年
度
、
平
成
28
年
度
「
中
学
優

秀
指
定
選
手
」
に
指
定
さ
れ
、「
山
形

県
国
体
強
化
指
定
選
手
」
に
も
選
出

▼
小こ

関せ
き　

杏あ

実み

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
豊
中
３
年
）

　

平
成
28
年
度
東
北
中
学
校
体
育
大

会　

第
53
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大

会　

女
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
（
回
転
）　

優
勝

（
団
体
）

▼
米
沢
第
一
中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部

　

平
成
28
年
度
東
北
中
学
校
体
育
大

会　

第
46
回
東
北
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会　

第
３
位

▼
川
西
中
学
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

　

第
46
回
全
日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー

選
手
権
大
会　

ベ
ス
ト
16

　

第
25
回
東
北
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選

手
権
大
会
兼
第
46
回
全
日
本
中
学
生

ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
予
選
会　

優
勝
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項　　目 本年度予算額
①

前年度予算額
②

比較増減
①−② 摘　　　要

繰越金 1,023,106 896,001 127,105 前年度からの繰越金
会　費 2,250,000 2,220,000 30,000 正会費　　　　 ＠ 7,000× 90人＝ 630,000

賛助会員（個人）　＠ ３,000×340人＝1,020,000
賛助会員（法人）　＠10,000× 60人＝ 600,000

諸収入 94 99 △ 5 預金利子等
〔収入合計〕 3,273,200 3,116,100 157,100

項　　目 予算額
①

決算額
②

比較増減
②−① 摘　　　要

繰越金 896,001 896,001 0
会　費 2,220,000 2,304,000 84,000 正会費　　　　 ＠ 7,000× 88人＝ 616,000

賛助会員（個人）  @　3,000×356人＝1,068,000
賛助会員（法人）  @10,000×　62人＝  620,000

諸収入 99 5 △ 94 預金利子
〔収入合計〕 3,116,100 3,200,006 83,906

項　　目 本年度予算額
①

前年度予算額
②

比較増減
①−② 摘　　　要

１ 本部費 1,125,000 1,110,000 15,000 会費納付金  2,250,000 × 1/2
２ 事業費 580,000 580,000 0 　

教育奨励費 220,000 220,000 0 教育功労・特別顕彰表彰状及び記念品等
産業振興費 40,000 40,000 0 産業功労表彰状及び記念品等
講演会・交流会費 120,000 120,000 0 講師謝礼及び案内印刷、郵送料等
支部だより費 200,000 200,000 0 支部だより発行（２回） 印刷、送料

３ 管理費 810,000 780,000 30,000 　
事務費 180,000 180,000 0 常務理事報酬
会議費 10,000 10,000 0 諸会議費
総会費 70,000 70,000 0 総会案内・資料印刷、案内郵送料等
通信運搬費 200,000 200,000 0 理事会案内・会報・会誌等送料等
印刷費 150,000 150,000 0 案内葉書、封筒印刷等
諸手数料 70,000 70,000 0 郵便振替手数料（会費振込分）等
消耗什器備品費 50,000 50,000 0 各種消耗品代等
交通費 30,000 30,000 0 各支部等交流旅費等
諸雑費 50,000 20,000 30,000 商工会議所会費、ラジオＣＭ放送代等

４ 予備費 200,000 200,000 0
５ 次期繰越金 558,200 446,100 112,100

〔支出合計〕 3,273,200 3,116,100 157,100

項　　目 予算額
①

決算額
②

比較増減
②−① 摘　　　要

１ 本部費 1,110,000 1,152,000 42,000 会費納付金 2,304,000 × 1/2
２ 事業費 580,000 454,635 △ 125,365 　

教育奨励費 220,000 203,413 △ 16,587 特別顕彰表彰状及び記念品代等
産業振興費 40,000 0 △ 40,000 　
講演会・交流会費 120,000 101,048 △ 18,952 案内状送料、講師謝礼、会場使用料等
支部だより費 200,000 150,174 △ 49,826 支部だより印刷代、送料

３ 管理費 780,000 570,265 △ 209,735 　
事務費 180,000 180,000 0 常務理事報酬
会議費 10,000 0 △ 10,000 　
総会費 70,000 47,660 △ 22,340 支部総会案内はがき印刷代、郵送料
通信運搬費 200,000 159,606 △ 40,394 会員名簿・本部総会案内・会誌等送料等
印刷費 150,000 89,155 △ 60,845 封筒印刷代等
諸手数料 70,000 54,794 △ 15,206 郵便振替手数料（会費振込分）等
消耗什器備品費 50,000 9,072 △ 40,928 プリンタラベル代
交通費 30,000 0 △ 30,000 　
諸雑費 20,000 29,978 9,978 商工会議所会費、ラジオＣＭ放送代等

４ 予備費 200,000 0 △ 200,000 　
５ 次期繰越金 446,100 1,023,106 577,006 次年度繰越金

〔支出合計〕 3,116,100 3,200,006 83,906

〔収入の部〕

〔収入の部〕

〔支出の部〕

〔支出の部〕

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

平成２８年度　決　算

平成２９年度　予　算
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交
換
器
」
な
ど
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
開
発
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
地
元
の
就

業
人
口
が
減
っ
て

き
て
お
り
、
地
域

力
の
低
下
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ

ー
ン
の
方
が
遣
り

甲
斐
を
も
っ
て
就

業
で
き
る
よ
う
微

力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

編
集
後
記

米
沢
有
為
会
を
支
援
し
ま
す

★
６
月
24
日
伝
国
の
杜
で
の
定
時
総
会
で
、
前

国
立
国
会
図
書
館
長
の
大
滝
則
忠
氏
が
第
15
代

会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
号
で
は
早
速
新

会
長
と
し
て
の
ご
挨
拶
と
抱
負
を
述
べ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
来
る
９
月
30
日
の
会
員
交
流
研

修
会
で
は
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後

は
美
味
し
い
芋
煮
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

★
本
会
育
英
事
業
の
２
本
柱
は
奨
学
金
貸
与
制

度
と
学
生
寄
宿
舎
の
運
営
。
戦
後
の
奨
学
生
数

は
２
７
９
人
。
現
在
の
寄
宿
舎
定
員
は
東
京
興

譲
館
寮
24
人
、
仙
台
15
人
、
い
ず
れ
も
個
室
で

満
杯
だ
そ
う
で
す
。
今
年
度
も
置
賜
３
市
５
町

の
高
校
生
を
目
一
杯
勧
誘
し
た
い
も
の
で
す
。

                                               

（
手
）

　

大
正
12
年
創
業
、
今
年
で
創
業
94
年
目
を

迎
え
る
弊
社
は
、
こ
こ
上
杉
の
城
下
町
米
沢

で
、
米
沢
牛
の
販
売
を
中
心
に
、
卸
業
務
や

飲
食
店
を
営
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
私
で
４

代
目
に
な
り
ま
す
が
、
い
つ
の
時
代
に
も
お

客
様
や
、
米
沢
牛
の
生
産
者
、
そ
し
て
働
い

て
い
る
社
員
達
に
支
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
こ

そ
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る
事
が
で
き
ま
し

た
。

　

平
成
６
年
に
、
総
合
結
婚
式
場
と
し
て
営

業
し
て
き
た
「
金
剛
閣
」
に
全
面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
施
し
、
米
沢
牛
専
門
の
レ
ス
ト
ラ
ン

と
し
て
新
し
く
オ
ー
プ
ン
致
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
精
肉
店
本
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
着

手
。
お
か
げ
様
を
持
ち
ま
し
て
、
東
北
近
県

は
も
と
よ
り
、
関
東
圏
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
米
沢
牛
の
美

味
し
さ
を
お
伝
え
す
る
事
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

 

そ
し
て
、
そ
れ
に
伴
い
業
務
も
多
忙
に
な

り
、
出
荷
工
場
を
移
転
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２
０

０
０（
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）

を
認
証
取
得
、
製
品
の
更
な
る
安
全
に
努
め

て
参
り
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
か
ら
は
、
今
ま
で
枝
肉
市
場
か

ら
の
買
い
付
け
が
中
心
で
し
た
が
、
自
社
で

仔
牛
を
購
入
し
、
肥
育
に
も
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。
頭
数
が
増
え
る
ま
で
は
コ
ス
ト
面

で
も
な
か
な
か
大
変
で
す
が
、
餌
は
何
を
与

え
、
ど
の
よ
う
に
育
っ
て
き
た
か
を
把
握
で

き
、
１
頭
１
頭
し
っ
か
り
と
管
理
が
で
き
ま

す
。
上
質
な
米
沢
牛
に
育
て
る
ま
で
に
は
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
と
て
も
大
変
で
は

あ
り
ま
す
が
、
基
と
な
る
肥
育
に
携
わ
る
事

に
よ
り
、
販
売
の
幅
を
広
げ
て
い
く
事
が
で

き
ま
す
。

　

そ
し
て
平
成
25
年
、
ご
縁
を
頂
い
て
Ｊ
Ｒ

東
京
駅
の
八
重
洲
北
口
に
米
沢
牛
専
門
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「
米
沢
牛
黄
木 

東
京
店
」
を
オ
ー

プ
ン
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
東
京
で
の
事

業
展
開
は
私
の
目
標
で
も
あ
り
ま
し
た
の

で
、
様
々
な
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
日

本
一
、
人
が
集
ま
る
東
京
駅
で
だ
め
だ
っ
た

ら
、
日
本
全
国
ど
こ
へ
行
っ
て
も
ダ
メ
だ
ろ

う
」
と
決
断
を
下
し
ま
し
た
。
さ
す
が
に
東

京
駅
と
い
う
場
所
柄
、
世
界
各
国
か
ら
お
客

様
が
お
見
え
に
な
り
ま
す
。
米
沢
牛
を
初
め

て
召
し
上
が
る
外
国
人
の
方
が
ほ
と
ん
ど
な

の
で
、
そ
の
美
味
し
さ
を
世
界
中
に
伝
え
る

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
事
業
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
事

業
を
展
開
す
る
に
も
次
の
時
代
を
担
う
、
若

い
人
た
ち
の
力
が
必
要
で
す
。
弊
社
も
５
年

程
前
か
ら
大
学
、
短
大
の
新
卒
採
用
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
大
半
の
新
卒
者
は
親
元

を
離
れ
、
部
屋
を
借
り
て
一
人
暮
ら
し
を
し

て
い
ま
す
。
学
生
時
代
の
話
を
聞
い
て
み
る

と
、
お
金
が
苦
し
い
時
は
、
衣
食
住
の
う
ち

　

小
生
、
米
沢
興
譲
館
高
校
を
昭
和
50
年
に

卒
業
し
、
大
学
は
米
沢
で
あ
っ
た
た
め
、
憧

れ
の
興
譲
館
寮
に
は
入
ら
ず
じ
ま
い
で
し

た
。
同
期
の
友
の
寮
で
の
猛
者
ぶ
り
を
羨
ま

し
く
も
あ
り
、
行
か
な
か
っ
た
安
堵
感
と
複

雑
な
思
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

弊
社
は
、
亡
父
が
昭
和
35
年
に
、
当
時
山

形
大
学
工
学
部
の
泉
教
授
の
勧
め
で
、
重
油

バ
ー
ナ
ー
、
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
そ
れ
に
伴
う
軟

水
器
の
設
置
販
売
を
メ
イ
ン
に
起
業
し
ま
し

た
。
当
時
ま
だ
亜
炭
が
主
流
で
、
高
額
な
重

油
を
燃
料
に
使
っ
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
図
る

こ
と
な
ど
は
、
か
な
り
勇
気
の
い
る
仕
事

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、効
率
の
良
さ
か
ら
、

早
々
と
重
油
バ
ー
ナ
ー
を
お
使
い
に
な
ら
れ

る
企
業
が
増
え
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
一
般
住
宅
設
備
も
施
工
す
る
よ

う
に
な
り
、
工
場
向
け
の
機
器
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
含
め
た
設
備
業
と
し
て
何
と
か
地
元

で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
、

工
場
向
け
の
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
、
純
水
装
置
、

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
配
管
工
事
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
工
事
、
水
処
理
薬
品
販
売
管
理
、

大
型
施
設
の
空
調
・
給
排
水
設
備
や
一
般
家

庭
向
け
の
住
宅
設
備
工
事
な
ど
と
分
野
を
広

げ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、弊
社
は
製
品
開
発
も
行
っ
て
お
り
、

昭
和
58
年
に
は
、
工
場
の
温
排
水
を
利
用
し

た
融
雪
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
そ
の
技
術
を

応
用
し
て
、
一
般
の
低
温
水
循
環
式
の
融
雪

装
置
を
開
発
販
売
し
て
お
り
ま
し
た
。
更
に

は
、
一
昨
年
か
ら
開
発
し
て
い
る
汚
濁
温
排

水
か
ら
の
高
効
率
熱
回
収
装
置
「
Ｄ
Ｆ
Ｒ
熱

東
亜
熱
研
工
業
株
式
会
社
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「
食
」
を
真
っ
先
に
削
る
と
の
事
。
生
き
て

行
く
為
に
一
番
大
事
な
食
べ
る
事
を
犠
牲
に

し
、
他
の
事
に
充
て
て
い
た
と
多
く
の
新
卒

者
が
言
い
ま
す
。
今
の
時
代
、
確
か
に
コ
ン

ビ
ニ
に
行
け
ば
何
で
も
手
に
入
り
ま
す
が
、

常
に
学
生
さ
ん
達
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
、
手
作
り
、
出
来
立
て
の
ご
飯
を
食
べ
る

事
が
で
き
る
米
沢
有
為
会
興
譲
館
寮
は
、
親

元
を
離
れ
生
活
す
る
学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
ど
れ
だ
け
有
難
い
か
。
同
様
に
遠
く
で
離

れ
て
子
供
達
を
見
守
る
親
御
さ
ん
に
と
っ
て

も
、
安
心
し
て
子
供
た
ち
を
預
け
る
事
が
で

き
る
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
所
だ
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す

が
、
米
沢
の
郷
土

を
愛
し
、
誇
り
と
責

任
を
持
ち
、
い
つ
か

米
沢
の
為
に
、
日
本

の
為
に
と
大
き
な
志

を
持
っ
た
若
者
が
元

気
に
活
躍
す
る
事
を

切
に
願
い
、
こ
れ
か

ら
も
米
沢
有
為
会
を

支
援
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
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